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二
月
第
四
週
の
家
庭
科
の

授
業
は
、
調
理
実
習
を
行

い
ま
し
た 

調
理
実
習
は
、
一
ク
ラ
ス
を

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、

一
人
で
調
理
を
し
て
い
ま
す
。 

一
時
間
（
五
十
分
授
業
）
の
中

で
、
調
理
・
後
片
付
け
・
試
食

を
し
ま
す
。 

調
理
自
習
の
テ
ー
マ
は
、

「
一
人
暮
ら
し
に
役
立
つ
調

理
（
栄
養
満
点
！
二
十
分
で
簡

単
三
品
調
理
）
」
で
す
。 

                    

東
日
本
大
震
災
津
波
で
全

壊
し
た
旧
校
舎
に
か
わ
り
、
平

成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
に

完
成
し
た
新
校
舎
の
調
理
室

に
は
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

タ
ー
が
付
い
て
い
ま
す
し
、
各

調
理
台
に
は
オ
ー
ブ
ン
・
レ
ン 

ジ
も
付
い
て
い
ま
す
。 

生
徒
た
ち
は
、「
あ
ま
り
料

理
を
作
っ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
自
分
で
作
っ
て
食

べ
る
の
は
美
味
し
か
っ
た
の

で
、
家
で
も
作
り
た
い
。」「
水

菜
と
ほ
う
れ
ん
草
が
美
味
し

か
っ
た
。
家
で
も
材
料
を
変
え

て
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
」「
短
い
時
間
で
三
品
も
作

れ
た
の
で
、
自
分
で
も
驚
い

た
。
美
味
し
か
っ
た
の
で
、
家

で
も
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
。
」
「
簡
単
に
で
き
た
の
で
、

家
族
に
も
作
っ
て
あ
げ
た

い
。
」
と
い
っ
た
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。 

短
い
時
間
で
も
、
美
味
し
く

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
ご
飯
を

作
っ
た
こ
と
で
、
自
信
に
つ
な

が
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。 

新
た
な
ク
ラ
フ
ト
リ
ー
ス

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た 現

在
、
校
舎
一
階
生
徒
昇
降

口
前
の
、
以
前
、
公
衆
電
話
を

設
置
し
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
、

大
阪
府
茨
木
市
に
あ
る
「
株
式

会
社
こ
う
」
代
表
表
取
締
役
の

渡
部
貴
久
美
様
が
制
作
し
本

校
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

ク
ラ
フ
ト
リ
ー
ス
を
飾
っ
て

い
ま
す
。 

今
般
、
年
度
の
変
わ
り
目
で

あ
る
三
月
を
前
に
、
渡
部
様
か

ら
新
た
に
、
「
ミ
モ
ザ
」
の
花

の
ク
ラ
フ
ト
リ
ー
ス
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
ミ

モ
ザ
」
の
花
言
葉
の
筆
頭
に
は 

                

「
感
謝
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

作
品
銘
は
「
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ 

ｙ

ｏ
ｕ 

ｆ
ｏ
ｒ 

ａ
ｌ
ｌ
．
」
で

す
。 加

え
て
、
こ
の
度
は
ア
ー
テ

ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の

花
束
も
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
花
束
の
作
品
銘
は

「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

ｇ
ｏ
ｅ
ｓ 

ｏ

ｎ.

」
で
、「
人
生
は
続
く
」
と

い
う
意
味
で
す
が
、
「
生
き
て

い
れ
ば
、
い
い
こ
と
が
あ
る

よ
」
と
い
う
意
味
も
込
め
て
制

作
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

渡
部
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

二
学
年
志
望
理
由
書 講

演
会 

二
月
二
十
四
日
（
金
）
の
五
・

六
校
時
、
氷
上
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
「
進
学
先
や
就
職
先
へ
の

志
望
理
由
を
作
成
す
る
こ
と

で
、
進
路
意
識
を
高
め
る
」
こ 

と
を
目
的
に
、
株
式
会
社
リ
ク

ル
ー
ト
の
小
山
田
衣
里
様
を

講
師
に
お
迎
え
し
て
、
二
学
年

生
徒
を
対
象
と
し
た
志
望
理

由
書
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

          

生
徒
が
レ
シ
ピ
を
考
案
し

「
り
く
カ
フ
ェ
」
さ
ん
が
メ
ニ

ュ
ー
化
し
た
お
弁
当
の
第

三
弾 二

月
二
十
四
日
（
金
）、
生

徒
が
レ
シ
ピ
を
考
案
し
、「
り 

  

      

く
カ
フ
ェ
」
様
が
メ
ニ
ュ
ー
化

し
た
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
を
使

用
し
た
お
弁
当
の
第
三
弾
が

販
売
さ
れ
、
事
前
に
注
文
し
て

い
た
本
校
の
職
員
や
、
市
内
の

皆
さ
ん
が
昼
食
と
し
ま
し
た
。 

こ
の
レ
シ
ピ
は
、
海
洋
シ
ス

テ
ム
科
二
学
年
の
生
徒
達
が

家
庭
科
の
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

の
授
業
で
出
さ
れ
た
、
夏
季
休

業
中
の
課
題
と
し
て
取
組
み

考
案
し
た
も
の
で
す
。 

今
回
の
講
義
の
テ
ー
マ
は

「
朝
食
」
で
し
た
。 

な
お
、
こ
の
お
弁
当
企
画

は
、
今
回
が
今
年
度
の
最
終
回

で
し
た
。 
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八重の汐

noteにおける本校のページ

にアクセスするＱＲコード 

本校の公式ホームページに

アクセスするＱＲコード 

ミモザのクラフトリースと花束 

 調理実習 

 講演会の様子 
 

主菜  

・ピーカン春巻き 

・ピーカンナッツの

オムレツ 

副菜 

・冬野菜とピーカン

ナッツのサラダ 

・青菜のピーカンナ

ッツ和え 

ご飯 

・たかたのゆめ 

+深入り玄米 


